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米
オ
レ
ゴ
ン
大
学
教
授

ナ
オ
ミ
・
ザ
ッ
ク

N
aom

i Zack

　
一
九
七
〇
年
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学

院
修
了
、Ph.D.

（
哲
学
）
取
得
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
オ
ー
ル
バ
ニ
校
准
教
授
な
ど
を
経
て
二
〇
〇
一

年
よ
り
現
職
。
著
書
にEthics for D

isaster, A 
Theory for the Third W

ave

な
ど
。

世
界
の
経
験
に
学
ぶ
―
―
ア
メ
リ
カ
　
ハ
リ
ケ
ー
ン･

カ
ト
リ
ー
ナ

「
富
め
る
国
」で
起
こ
っ
た
悲
劇

ア
メ
リ
カ
を
襲
っ
た
史
上
最
大
規
模
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
は

あ
ら
ゆ
る
人
の
生
活
を
奪
っ
た
。「
富
め
る
国
」
で
起
こ
っ
た
災
害
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
人
間
の
安
全
保
障
の
教
訓
と
は
。

　

人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
世
界
規
模
の
考
え
方
は
、
災
害
時
や
紛

争
状
態
に
お
け
る
一
般
市
民
の
福
利
に
対
す
る
懸
念
を
表
明
す
る
も
の

で
あ
る
。
日
本
の
外
務
省
地
球
規
模
課
題
総
括
課
が
二
〇
〇
九
年
に
作

成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
人
間
の
安
全
保
障
基
金　

二
一
世
紀
を
人
間

中
心
の
世
紀
と
す
る
た
め
に
』
に
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
は
、
人
間

の
生
存
・
生
活
・
尊
厳
に
対
す
る
広
範
か
つ
深
刻
な
脅
威
か
ら
人
々
を

守
り
、
人
々
の
豊
か
な
可
能
性
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/policy/hum

an_
secu/t_fund21.pdf

）。

　

強
烈
な
自
然
事
象
の
直
接
的
な
結
果
や
生
存
者
の
状
況
な
ど
、
災

害
時
に
個
々
人
に
何
が
起
き
る
の
か
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
日
本
は
、
世
界
各
地
の
開
発
計
画
に
お
い
て
人
間
の
安
全
保
障
を

支
援
す
る
べ
く
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
技
術
先
進
国
で
あ

る
他
の
民
主
主
義
国
も
、
災
害
の
被
害
者
支
援
に
国
際
的
に
参
加
し

て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
援
助
を
他
国
に
提
供
し
て
き
た
国

で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
そ
の
国
で
人
間
の
安
全
保
障
に
関
す
る

問
題
が
生
じ
る
と
き
に
は
衝
撃
が
大
き
い
。
米
国
で
は
、
二
〇
〇
五
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン･

カ
ト
リ
ー
ナ
が
米
国
史
上
最
悪
の
災
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
悲
劇
は
、
す
べ
て
の
民
主
的
な
技
術
先
進
国
で
今
後
の
自
然

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
有
益
と
な
り
う
る
教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
史
上
最
悪
の
自
然
災
害

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
に
位
置
す
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ
市
は
、「
堤
防
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
洪
水
か
ら
保
護
さ
れ
て

い
る
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ブ
ラ
ン
コ
知
事
は
二
〇
〇
五

年
八
月
二
六
日
（
金
）、
強
烈
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
警
報
の
発
表
を
受
け
て
非
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常
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
翌
二
七
日
に
は
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
が
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
に
連
邦
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
、
連
邦

緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
に
対
し
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
救
援
活

動
を
実
施
す
る
権
限
を
与
え
た
。

　

二
八
日
、カ
ト
リ
ー
ナ
の
勢
力
は 

カ
テ
ゴ
リ
ー
５
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

米
国
国
立
測
候
所
は
、
停
電
は
数
週
間
に
及
び
、「
水
不
足
は
、
現
代

の
水
準
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
人
的
被
害
を
及
ぼ
す
」
だ
ろ
う
と

警
告
し
た
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
レ
イ
・
ナ
ギ
ン
市
長
は
、
住
民
に

対
し
て
市
か
ら
の
避
難
命
令
を
発
令
し
た
。
一
〇
〇
万
人
以
上
が
車
で

脱
出
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
住
民
は
黒
人
が
六
三
％
を
占

め
て
お
り
、
う
ち
半
数
は
所
得
が
貧
困
線
を
下
回
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー

オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
貧
し
い
黒
人
世
帯
の
六
割
近
く
は
車
を
所
有
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
自
分
で
避
難
で
き
な
か
っ
た
者
も
多
い
。

　

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
局
長
と
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
国

立
ハ
リ
ケ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
マ
ッ
ク
ス
・
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
所
長
か
ら
概

要
説
明
を
受
け
、
水
位
が
堤
防
の
「
高
さ
を
超
え
る
」
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
報
告
を
受
け
た
。カ
ト
リ
ー
ナ
は
二
九
日（
月
）に
カ
テ
ゴ
リ
ー

４
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
し
て
上
陸
し
た
。
当
日
朝
、
ナ
ギ
ン
市
長
は
テ
レ

ビ
番
組
『
ト
ゥ
デ
イ
・
シ
ョ
ー
』
で
、
水
位
が
堤
防
の
高
さ
を
上
回
っ
て

い
る
と
報
告
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
局
長
は
カ
ト
リ
ー
ナ
の
上
陸
か
ら
五
時

間
後
に
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
マ
イ
ケ
ル
・
チ
ャ
ー
ト
フ
長
官
に
対
し
、
メ
キ
シ

コ
湾
岸
に
国
土
安
全
保
障
省
の
職
員
を
一
〇
〇
〇
人
派
遣
す
る
よ
う
依

頼
し
た
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
職
員
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
に
到
着
す
る
ま

で
に
二
日
を
要
し
、
重
要
な
援
助
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
に
五
日
か
か
っ

た
。
市
か
ら
の
唯
一
の
支
援
は
、
洪
水
で
自
宅
を
追
わ
れ
た
人
は
ス
ー

パ
ー
ド
ー
ム
（
七
万
七
〇
〇
〇
人
を
収
容
で
き
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

場
）に
行
っ
て
市
外
へ
向
か
う
バ
ス
を
待
つ
よ
う
に
と
い
う
助
言
だ
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
ド
ー
ム
は
、
比
較
的
安
全
で
は
あ
る
も
の
の
、
非
常
に
暑
く
、

物
資
が
不
足
し
て
い
て
非
衛
生
的
だ
っ
た
。
そ
こ
に
た
ど
り
つ
い
た
何

万
人
も
の
人
々
は
、
最
終
的
に
バ
ス
で
テ
キ
サ
ス
州
に
移
送
さ
れ
た
。 

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
は
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
で
は
三
本
の
運
河
が
氾
濫
し
、

市
の
八
割
が
影
響
を
受
け
た
。
破
壊
ま
た
は
居
住
不
可
能
と
な
っ
た

家
屋
は
三
〇
万
戸
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
商
業
ビ
ル
や
森
林
、
緑
地

も
破
壊
さ
れ
、
瓦
礫
は
合
計
一
億
一
八
〇
〇
万
立
方
ヤ
ー
ド
（
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
場
に
積
ん
だ
場
合
、一
〇
マ
イ
ル
を
超
え
る
高
さ
に
匹
敵
）

に
及
ん
だ
。
化
学
工
場
や
有
害
・
有
毒
廃
棄
物
処
理
場
、
汚
水
処
理

設
備
も
被
害
を
受
け
、
七
四
〇
万
ガ
ロ
ン
の
油
が
メ
キ
シ
コ
湾
岸
の
水

路
に
流
出
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
お
け
る
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
死
者
は
一
三
〇
〇
〜

一
五
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ
る
。
う
ち
約
八
割
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市

で
死
亡
し
た
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
、
死
者
の
五
一
％
が
六
一
歳
以
上
、
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四
七
％
が
七
五
歳
以
上
だ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
二
月
ま
で
に
、
ル
イ
ジ

ア
ナ
州
カ
ー
ヴ
ィ
ル
市
の
被
害
者
身
元
判
定
セ
ン
タ
ー
で
は
二
〇
〇
人

の
遺
体
の
引
き
取
り
手
が
な
い
状
態
で
、
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
々

が
い
ま
だ
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
七
五
万
人
が
住
む
場
所
を
失

い
、
う
ち
多
く
は
重
要
な
書
類
や
医
療
記
録
、
保
険
情
報
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
〇
五
年
八
月
に
は
、
一
七
歳
以
上
の
一一
〇
万
人
が
避
難
し
、

〇
七
年
秋
ま
で
に
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
に
戻
っ
て
い
な
い
人
は

約
二
六
万
七
〇
〇
〇
人
、
う
ち
黒
人
が
八
割
を
占
め
て
い
た
。  

富
め
る
国
で
も
避
け
ら
れ
な
い

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
後
、
米
国
沿
岸
警
備
隊
は

三
万
五
〇
〇
〇
人
を
救
助
し
た
が
、
人
間
の
安
全
保
障
の
他
の
側
面
で

は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。 

不
均
衡
な
割
合
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人

の
貧
困
者
や
高
齢
者
が
死
亡
、ま
た
は
自
分
で
避
難
が
で
き
な
か
っ
た
。

避
難
し
た
後
も
数
十
万
人
の
黒
人
の
住
民
が
自
宅
に
戻
れ
ず
、
実
質

的
に
は
米
国
国
内
避
難
民
と
な
っ
た
一
方
で
、
彼
ら
の
土
地
や
不
動
産

は
企
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
再
開
発
さ
れ
た
。ア
ム
ネ
ス
テ
ィ・イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
二
〇
一
〇
年
四
月
に
『U

n-N
atural D

isaster

（
不

自
然
な
災
害
）』
で
、
こ
の
再
開
発
で
米
国
政
府
は
人
権
侵
害
を
行
い
、

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
人
口
動
態
を
恒
久
的
に
変
化
さ
せ
た
と
報
告

し
た
。
公
共
住
宅
は
取
り
壊
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
手
頃
な
価
格
の

住
宅
は
建
設
さ
れ
ず
、
多
く
の
学
校
や
病
院
で
は
建
て
直
し
や
再
開
に

至
ら
な
か
っ
た
。
米
国
も
支
持
し
て
き
た
国
連
の
「
国
内
避
難
民
に
関

す
る
指
針
」
は
、
政
府
に
対
し
、
国
内
避
難
民
が
自
主
的
に
以
前
住
ん

で
い
た
場
所
に
戻
り
、
失
っ
た
資
産
に
対
す
る
補
償
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
手
助
け
を
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。 

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
か
ら
得
ら
れ
る
重
要
な
教
訓
は
二
つ
あ

る
。
一つ
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
後
に
洪
水
に
よ
り
孤
立
し
た
人
々
の
映
像

を
テ
レ
ビ
で
観
た
人
た
ち
が
実
感
し
た
よ
う
に
、
大
規
模
災
害
の
後

で
は
、
富
め
る
国
も
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
侵
害
を
免
れ
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
平
時
に
お
い
て
は
、
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
災
害
へ
の
備
え
と
、
そ
の
影
響
を
和
ら
げ
る
制
度
の
構
築
が
、
市

民
の
安
全
の
た
め
の
優
先
事
項
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
も
う

一つ
は
、
自
ら
災
害
に
耐
え
た
り
避
難
し
た
り
す
る
手
段
を
持
た
な
い

弱
者
に
対
し
て
は
、
災
害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
特
例
が
必
要

と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
弱
者
が
避
難
し
て
い
れ
ば
、

災
害
対
策
の
段
階
に
お
い
て
、
彼
ら
を
帰
宅
さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
実

施
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
々
は
お
も
に
貧
困
者
や
高
齢
者

で
あ
る
。
少
数
民
族
が
不
均
衡
に
貧
し
い
場
合
、
災
害
対
策
は
、
既

存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
や
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
て
実
施

さ
れ
る
、
よ
り
大
き
な
社
会
的
公
正
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
な
る
だ
ろ
う
。
■ 

（
翻
訳　

ア
ー
バ
ン
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
ズ
）




